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１．はじめに

フォールディングドアのウェート（鉛）は
有毒物の為、他と別処理で廃棄することに
なっています。

本要領書に従って安全に取り外し、
ウェートを適切な処理方法により処理して
下さい。
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２．準備品

ウェート取り外し作業前に下記の物を準備してください。

（１）シャコ万力（小型）・・・２ケ

（２）ハシゴ（屋根上へ昇るため）・・・１本

（３）堅木棒（長さ４０～５０ｃｍ）・・・１本

（作業助手が居る場合）

（４）油圧ダルマジャッキ・・・１基

（作業助手が居ない場合）

（３）（４）はバランスウェイトを下から押し上げるためのものです

（５）工具一式

シャコ万力

堅木

油圧ダルマ
ジャッキ
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３．取り外し方法（１／３）

（１）
車にハシゴをかけ、上方カバーのボルトを
はずし、上方カバーを取り外します。

ボルト・スプリング
ワッシャー

（２）
角孔の中のワイヤー外れ止めのビスを
はずし、ワイヤー外れ止めを上へ
取り出します。

（３）
バン下方のバランサーガイドのボルトを
取りはずし、落下防止パイプを下方へ
取り外します。

ビス・スプリングワッシャー

ワイヤーはずれ止め

落下防止パイプ

ボルト
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３．取り外し方法（２／３）

（４）
フォールディングドアを全開にし、
シャコ万力で左右のレールをしっかり
はさみ、ドアが閉まらないようにします.

作業中シャコ万力が緩んでドアが落下
しない様にしっかり締め付けます。

※
もしシャコ万力が無い時は、レール内に
丈夫な木の棒を入れローラーを下から
支えるようにします。

棒がはずれないように注意して下さい。

（５）
作業助手が居る場合は助手に堅木の棒
（長さ４０～５０ｃｍ）を使って、バランス
ウェートを下から上へ突き上げてもらいます。
ワイヤーをたるませるためです。
バランスウェートは、鉛製で重い
（約１０～３０ｋｇ）のでしっかり支えて下さい。

※
もし作業助手が居ない場合は、油圧ダルマ
ジャッキと適当な台を利用しウェートを突き
上げてください。

ジャッキが倒れない様注意して下さい。

ローラーがシャコ万力に
当って止まる

左右レール共に
シャコ万力をはさむ

レール

レール

木の棒

ウェート

堅木棒

ウェート

ジャッキ

台
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３．取り外し方法（３／３）

（６）
屋根上の角孔からシーブ（滑車）を取り
出します。

※
シーブの軸を紛失しない様注意し、シーブ、
軸にゴミ、砂などが付着している場合には、
きれいに拭き取って下さい。

（７）
ウェートの突き上げをやめ、ウェイトを下へ
降ろします。

※
ウェートは完全にガイドから抜けません。

（８）
ウェート下端のナットをはずし、底板、
ウェートを分解します。

※
ウェートは大きなものと平板状のものの
組み合わせになっています。

鉛製で重いので、急に落下して怪我を
しない様に注意して下さい。

尚、底板のナットは車によっては
①割りピンで緩み止めをしているもの
②板を折曲げてナットの緩み止めを
しているもの

③ダブルナットになっているもの
④底板にナットが溶接されているものが
ありますので、現車を見てウェートを
外して下さい。

シーブ
ワイ
ヤー

ウェート

ウェート

底板


